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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月20日(2017.6.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カムフォロアを有する相手側ハウジングと嵌合するレバー式コネクタであって、
　コネクタハウジングと、
　前記カムフォロアを受け入れるカム溝を有するカム板部を備え、前記カム溝への前記カ
ムフォロアの進入を許容する初期位置から正規嵌合位置まで前記カム板部を回動させるの
に伴って前記カム溝と前記カムフォロアとのカム作用によって前記相手側ハウジングを前
記コネクタハウジングに対して相対的に引き寄せるレバーとを備え、
　前記レバーが、前記カム板部から延出された押し戻し部を備えるとともに、前記コネク
タハウジングにおいて前記相手側ハウジングと対向する端縁よりも引っ込んで配置され、
　前記コネクタハウジングが、前記レバーが前記正規嵌合位置にあるときに前記押し戻し
部に当接することで前記レバーを前記正規嵌合位置から初期位置へ向かって付勢する押し
戻し片受け部を備え、
　前記レバーの回動中心と前記押し戻し部において前記カム板部に接続している一端部と
を結ぶ線と前記押し戻し部とで作られる角部の角度が９０°より大きい、レバー式コネク
タ。
【請求項２】
　前記押し戻し部が、前記カム板部から連なる本体部と、前記本体部の延出端から連なり
、前記本体部に対して角度をなして延びるフック部とを備え、前記本体部が、前記一端部
から前記延出端に向かうにつれて細くなる先細り形状となっている、請求項１に記載のレ
バー式コネクタ。
【請求項３】
　前記フック部が、全長にわたって同じ太さとなっている、請求項２に記載のレバー式コ
ネクタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　本明細書によって開示されるレバー式コネクタは、カムフォロアを有する相手側ハウジ
ングと嵌合するコネクタであって、コネクタハウジングと、前記カムフォロアを受け入れ
るカム溝を有するカム板部を備え、前記カム溝への前記カムフォロアの進入を許容する初
期位置から正規嵌合位置まで前記カム板部を回動させるのに伴って前記カム溝と前記カム
フォロアとのカム作用によって前記相手側ハウジングを前記コネクタハウジングに対して
相対的に引き寄せるレバーとを備え、前記レバーが、前記カム板部から延出された押し戻
し部を備えるとともに、前記コネクタハウジングにおいて前記相手側ハウジングと対向す
る端縁よりも引っ込んで配置され、前記コネクタハウジングが、前記レバーが前記正規嵌
合位置にあるときに前記押し戻し部に当接することで前記レバーを前記正規嵌合位置から
初期位置へ向かって付勢する押し戻し片受け部を備え、前記レバーの回動中心と前記押し
戻し部において前記カム板部に接続している一端部とを結ぶ線と前記押し戻し部とで作ら
れる角部の角度が９０°より大きい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
【図１】レバー式コネクタの相手側コネクタとの嵌合前の状態を示す部分断面図
【図２】レバー式コネクタの相手側コネクタとの嵌合初期の状態を示す部分断面図
【図３】レバー式コネクタの相手側コネクタとの嵌合途中において、レバーが回動を開始
した状態を示す部分断面図
【図４】レバー式コネクタの相手側コネクタとの嵌合途中において、押し戻し片が押し戻
し片受け部に当接した状態を示す部分断面図
【図５】レバー式コネクタの相手側コネクタとの嵌合途中において、押し戻し片が押し戻
し片受け部によって撓んだ状態を示す部分断面図
【図６】レバー式コネクタの相手側コネクタとの嵌合が完了した状態を示す部分断面図
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　各カム板部２１は、レバー２０が初期位置に配置されたときにハウジング１０の開口縁
１３Ｅに近接して配置される第１辺２１Ｓ１（図１の左側の辺）と、この第１辺２１Ｓ１

と反対側に位置する第２辺２１Ｓ２（図１の右側の辺）とを有している。第１辺２１Ｓ１

は、レバー２０が初期位置に配置された状態で、ハウジング１０の開口縁１３Ｅよりも引
っ込んで（奥壁部１２に近接して）配置されている。
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